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運用報告書（全体版） 
第191期（決算日 2023年５月15日）第193期（決算日 2023年７月13日）第195期（決算日 2023年９月13日）

第192期（決算日 2023年６月13日）第194期（決算日 2023年８月14日）第196期（決算日 2023年10月13日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）」は、2023年10月13日に第196期の決算を行ないま
したので、第191期から第196期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2007年６月22日から原則無期限です。 

運 用 方 針 

主として投資信託証券(投資信託または外国投資信託の受益証券(振替投資信託受益権を含みます｡)および投資法人

または外国投資法人の投資証券をいいます｡)に投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用

を行ないます。 

主要運用対象 

｢マルチカレンシーファンド クラスＢ」受益証券 

｢マネー・マーケット・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への直接投資は行ないません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうこと

をめざします。 

 

＜140856＞ 

グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型） 
＜愛称 世界紀行＞ 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

167期(2021年５月13日) 2,143 10 0.5 － 98.4 2,453 

168期(2021年６月14日) 2,143 10 0.5 － 98.8 2,432 

169期(2021年７月13日) 2,095 10 △1.8 － 98.6 2,369 

170期(2021年８月13日) 2,067 10 △0.9 － 98.5 2,326 

171期(2021年９月13日) 2,058 10 0.0 － 98.6 2,301 

172期(2021年10月13日) 2,087 10 1.9 － 98.3 2,308 

173期(2021年11月15日) 2,064 10 △0.6 － 98.6 2,237 

174期(2021年12月13日) 1,961 10 △4.5 － 98.6 2,096 

175期(2022年１月13日) 1,981 10 1.5 － 98.5 2,108 

176期(2022年２月14日) 1,984 10 0.7 － 98.7 2,099 

177期(2022年３月14日) 1,969 10 △0.3 － 98.7 2,079 

178期(2022年４月13日) 2,123 10 8.3 － 98.7 2,223 

179期(2022年５月13日) 2,036 10 △3.6 － 98.5 2,103 

180期(2022年６月13日) 2,170 10 7.1 － 98.6 2,200 

181期(2022年７月13日) 2,068 10 △4.2 － 98.6 2,082 

182期(2022年８月15日) 2,114 10 2.7 － 98.5 2,118 

183期(2022年９月13日) 2,193 10 4.2 － 98.7 2,191 

184期(2022年10月13日) 2,142 10 △1.9 － 98.5 2,128 

185期(2022年11月14日) 2,139 10 0.3 － 98.7 2,110 

186期(2022年12月13日) 2,112 10 △0.8 － 98.5 2,071 

187期(2023年１月13日) 2,046 10 △2.7 － 98.5 1,993 

188期(2023年２月13日) 2,062 10 1.3 － 98.7 1,999 

189期(2023年３月13日) 2,100 10 2.3 － 98.6 2,013 

190期(2023年４月13日) 2,110 10 1.0 － 98.7 2,007 

191期(2023年５月15日) 2,152 10 2.5 － 98.5 2,034 

192期(2023年６月13日) 2,248 10 4.9 － 98.5 2,113 

193期(2023年７月13日) 2,262 10 1.1 － 98.5 2,100 

194期(2023年８月14日) 2,327 10 3.3 － 98.7 2,154 

195期(2023年９月13日) 2,322 10 0.2 － 98.7 2,124 

196期(2023年10月13日) 2,316 10 0.2 － 98.7 2,107 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 複数の投資信託に分散投資を行なうため、適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第191期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年４月13日 2,110 － 98.7 

４月末 2,112 0.1 98.7 

(期  末)    

2023年５月15日 2,162 2.5 98.5 

第192期 

(期  首)    

2023年５月15日 2,152 － 98.5 

５月末 2,213 2.8 98.8 

(期  末)    

2023年６月13日 2,258 4.9 98.5 

第193期 

(期  首)    

2023年６月13日 2,248 － 98.5 

６月末 2,335 3.9 98.7 

(期  末)    

2023年７月13日 2,272 1.1 98.5 

第194期 

(期  首)    

2023年７月13日 2,262 － 98.5 

７月末 2,310 2.1 98.7 

(期  末)    

2023年８月14日 2,337 3.3 98.7 

第195期 

(期  首)    

2023年８月14日 2,327 － 98.7 

８月末 2,344 0.7 98.5 

(期  末)    

2023年９月13日 2,332 0.2 98.7 

第196期 

(期  首)    

2023年９月13日 2,322 － 98.7 

９月末 2,338 0.7 98.7 

(期  末)    

2023年10月13日 2,326 0.2 98.7 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

○運用経過 (2023年４月14日～2023年10月13日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2023年４月13日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、世界の短期債券を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、安定した収

益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動

要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・利回りの高い現地通貨建て短期債券への投資により利息収入を得たこと。 

・コロンビアペソ、アメリカドル、メキシコペソなどを中心として、ポートフォリオの組入れ通貨の一部が対

円で上昇したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・チリペソなど、ポートフォリオの組入れ通貨の一部が対円で下落したこと。 

・信用スプレッド（利回り格差）が拡大したこと。  

作成期間中の基準価額等の推移 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

 

（海外短期金利市況） 

2023年４-６月期は、債券市場のボラティリティ（変動性）が落ち着いたとはいえ、同年１月の低さを大幅

に上回る状態が続きました。米国では複数の地方銀行の破綻に続いて、ファースト・リパブリック・バンクも

破綻しましたが、米国や欧州では銀行混乱の波及リスクは抑制されていたとみられます。欧州中央銀行（ＥＣＢ）

の銀行貸出調査では、2011年の欧州ソブリン債務危機時と同様に、ユーロ圏の融資の信用基準が厳格化されて

いることが示されました。金利が上昇している環境や銀行セクターの混乱が欧州の実体経済への融資に影響

を及ぼしていることが明らかに示され、米国でも同様の影響が予想されました。その後、米国の債務上限に関

する協議が難航し懸念が強まるなか、世界の債券利回りは再び上昇（債券価格は下落）しました。米国連邦準

備制度理事会（ＦＲＢ）が金融政策の引き締めを継続するなかでも、労働市場が底堅さを示すなど発表される

経済活動データを受けて、債券利回りは上昇しました。欧州では、ラガルドＥＣＢ総裁が概してタカ派（金融

引き締め的な政策を支持）的な姿勢を維持し、足元で総合インフレ率が鈍化するなかでも、インフレを目標レ

ンジ内に戻すためにはさらなる措置が必要であると示唆しました。 

2023年７-９月期は、市場参加者の間で政策金利を「より高い水準でより長く」維持するとのメッセージが

織り込まれ始め、近く景気後退に陥るリスクが大きく低下するなか、債券利回りは再び全般的に上昇しまし

た。主要国の労働市場は非常に逼迫した状態が続き、原油価格は上昇傾向を維持したことから、当面のディス

インフレ傾向は勢いを失う可能性が示唆されました。特に鮮明となったのは米国で、非農業部門雇用者数やそ

の他の労働市場の指標が市場予想を上回ったことから、ＦＲＢの引き締めサイクルはまだ終了しておらず、ま

た少なくとも市場が予想する2024年の利下げが実現する可能性は低下しているとの見方が広がりました。米

国と欧州諸国との間における経済活動の状況の乖離が、アメリカドルの明確な上昇につながり、また７-９月

期の為替市場で主なテーマとなりました。これに加えて、世界の債券利回りが上昇したことから、金融市場の

他の部分に圧力がもたらされ、クレジット市場や新興国市場にも緊張が広がりましたが、これまでのところ底

堅さを維持しています。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.01％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール市

場でもマイナス圏での取引が続き、－0.02％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.30％近辺から、日銀による国債買入れの継続など

を受けてマイナス圏での推移が続き、－0.21％近辺で期間末を迎えました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「マルチカレンシーファンド クラスＢ」受益証券を高位に組み入れ、

「マネー・マーケット・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 

（マルチカレンシーファンド クラスＢ） 

利回り水準の比較的高い通貨の短期金融資産への投資を継続しました。各国のファンダメンタルズ（経済の

基礎的条件）分析や、通貨ごとの短期金融資産の流動性など、各通貨のリスクを勘案し、投資対象通貨の選別

を実施しました。ＦＲＢ、ＥＣＢ、日銀などの主要中央銀行の金融政策運営については、世界の債券利回りや

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

当ファンドの投資先通貨のパフォーマンスに影響を及ぼすことから、動向を引き続き注視しました。 

当ファンドでは半年ごとに定例のレビューを実施しています。2023年９月末に実施した定期レビューでは、

韓国からノルウェーへの入れ替えを決定しました。原油を中心とするコモディティ価格の高騰は、原油の主要

輸出国であるノルウェーにとって大きな追い風となります。これにより交易条件が改善するとともに、経済や

通貨自体にとってプラスとなります。ノルウェーは魅力的な利回りを提供しており、特にノルウェーの中央銀

行は利上げサイクルの終盤に近いとみられることから、同国の債券を保有することによってより良好なリター

ンがもたらされるとみています。期間末時点では、イギリスポンド、ニュージーランドドル、カナダドル、メ

キシコペソ、オーストラリアドル、アメリカドル、ノルウェークローネ、ポーランドズロチ、チリペソ、コロ

ンビアペソ建ての短期債券に分散投資を行なっています。 

 

（マネー・マーケット・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、元本の

安全性を重視した運用を行ないました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ

た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第191期 第192期 第193期 第194期 第195期 第196期 

2023年４月14日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月13日 

2023年６月14日～ 
2023年７月13日 

2023年７月14日～ 
2023年８月14日 

2023年８月15日～ 
2023年９月13日 

2023年９月14日～ 
2023年10月13日 

当期分配金 10  10  10  10  10  10  

(対基準価額比率) 0.463％ 0.443％ 0.440％ 0.428％ 0.429％ 0.430％ 

 当期の収益 6  7  6  6  5  5  

 当期の収益以外 3  2  3  3  4  4  

翌期繰越分配対象額 2,347  2,344  2,341  2,338  2,333  2,329   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

（注） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額

の分配金をお支払いすることはございません。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「マルチカレンシーファンド クラスＢ」受益証券を原則として高位に組み入れ、「マネー・マー

ケット・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（マルチカレンシーファンド クラスＢ） 

米国では、連邦議会の上下両院でつなぎ予算案が超党派で可決されたことで、政府機関が閉鎖され機能停止

に陥る危機を土壇場で回避しました。つなぎ予算には、共和党内に反対が多いウクライナへの追加支援や、共

和党の強硬派が要求する大幅な歳出削減が盛り込まれませんでした。野党・共和党のマッカーシー下院議長

は、超党派で合意されたつなぎ予算案の採決を行ないましたが、2023年11月中旬にはつなぎ予算が失効するこ

とから、再び同じ状況に直面する可能性があります。ＦＲＢは９月の米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で

政策金利の指標であるフェデラルファンド（ＦＦ）金利の誘導目標を5.25～5.50％に据え置くことを決定しま

した。ＦＯＭＣメンバーは、８月の消費者物価指数（ＣＰＩ）総合指数の上昇率が７月の前年同月比3.2％か

ら加速したものの同3.7％にとどまっているなど、インフレ面で明るい兆候が見られることの認識を示す一方

で、インフレ率を物価目標の２％に収束させるまで政策金利を「より高い水準でより長く」維持するとのメッ

セージを繰り返し発信し続けています。８月のＣＰＩ総合指数の上昇率加速の主因は、石油輸出国機構

（ＯＰＥＣ）加盟国とロシアなど非加盟の産油国からなるＯＰＥＣプラスの協調減産を背景にした世界的な原

油価格の再上昇に伴なう輸送関連コストの上昇によるものとみられます。2023年前半における地方銀行３行

の破綻を巡る混乱にもかかわらず、米国経済は予想以上に金利が上昇する環境に適応しています。米国労働市

場の需給は逼迫し、住宅建設セクターはすでに底入れしていますが、これはインフレ抑制法、米国における半

導体の国内生産を支援するＣＨＩＰＳ法、インフラ投資・雇用法などの後押しを受けたものと考えられます。

しかし、製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ）は、2022年11月以降、景気拡大・縮小の節目となる50を割り込

んで推移しており、また米国の消費者信頼感指数や、雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）の求人件数などのデータで

は、サービスセクターもやがて減速に転じる兆候が示されています。2023年11月のＦＯＭＣでの政策決定に当

たっては、雇用、インフレ、賃金、経済活動に関する足元のデータが反映され、十分に抑制的な金融環境の影

響を示すものになると予想されているため、７月会合での利上げが今回の利上げサイクルにおける最後の利

上げであった可能性があります。 

欧州では、足元の一連のユーロ圏マクロ経済指標で、世界経済の厳しい状況を背景に経済活動が大幅に弱

まっていることが引き続き示されており、ユーロ圏経済全体の見通しに不透明感が強まっています。2023年９

月のユーロ圏ＰＭＩ総合指数（速報値）は47.1となり、８月から小幅に改善したものの、依然として景気拡大・

縮小の節目となる50を下回る低水準にとどまっています。サービス業ＰＭＩは48.4と市場予想を上回りまし

たが、製造業ＰＭＩは依然として低迷状態が続いており、９月は前月を下回る43.4となりました。また、総合

景況感指数は９月も引き続き低下しており、継続的な低下の要因は鉱工業景況感指数の不振となっています。

経済活動の軟化が顕著になっているにもかかわらず、消費者物価の伸びは依然として高水準であり、欧州中央

銀行（ＥＣＢ）の許容水準を上回って推移しています。ＥＣＢは７月の政策理事会における0.25％の利上げ決

定に続けて、９月にも0.25％の利上げを行ない、預金ファシリティ金利を4.0％に引き上げました。政策理事

会の声明では、「現在の政策金利は、十分に長い時間維持されれば、インフレ目標のタイムリーな達成に大き

く寄与する水準に達していると考えている」と表明しています。 

英国では、インフレが引き続き沈静化に向かっており、2023年８月のＣＰＩ総合指数の上昇率は前年同月比

6.7％、またＣＰＩコア指数の上昇率は同6.2％となり、いずれも伸び率が前月から減速しています。一方で、
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住宅セクターやＰＭＩの低迷などを中心に、経済指標は悪化しています。賃金の伸びは底堅く推移しています

が、求人倍率がパンデミック前の水準近くまで低下するなど、雇用市場に脆弱性が見られています。今後数ヵ

月のうちに多くの固定金利型住宅ローンがより高い金利に調整されることが予想されますが、これまで実施

された利上げの影響は英国の実体経済にまだ十分に波及していません。住宅セクターの低迷、住宅ローン金利

の上昇などを背景に消費者心理が悪化するなかで、英国経済に下振れリスクが高まっており、イングランド銀

行（ＢＯＥ）による金融引き締めが制限される可能性があります。ＢＯＥは９月の金融政策委員会（ＭＰＣ）

において、政策金利を5.25％に据え置くことを決定しました。英国の金融政策は十分に抑制的な水準にあり、

サービスインフレが鈍化し続けるかぎり、ＢＯＥが再び利上げを行なう可能性は低いとみられます。 

オーストラリアでは、金利変動に敏感なセクターが引き続き厳しい状況に直面しています。住宅ローン金利

の上昇や高インフレが家計の可処分所得を圧迫するなかで、消費者信頼感が急速に悪化したことを受けて、特

に低所得層を中心に家計消費が大きく減速しています。その一方で、貯蓄バッファーの確保と実質所得の上昇

によって、高所得層はある程度経済的に保護されており、個人消費全体の大幅な落ち込みを防いでいます。住

宅市場については、住宅セクターの活動は落ち込み、住宅価格が下落基調で推移していましたが、足元ではと

もに上昇に転じています。また、その他の経済活動指標も大幅に減速しています。2023年９月の製造業ＰＭＩ

（速報値）は、製造業セクターのモメンタムが低下するさらなる兆候を示す内容となっています。その一方で、

サービスセクターの経済活動は勢いを取り戻しているように思われ、サービス業ＰＭＩは小幅ながら上昇し

ています。物価動向に関しては、インフレはすでにピークアウトしているように思われますが、2023年４-６

月期のＣＰＩ上昇率は前年同期比6.0％となり依然として高止まりの状態が続いています。こうした状況を背

景に、オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）はインフレへの警戒姿勢を強め、政策金利を長期間にわたり抑制的

な水準に維持する可能性があります。 

ニュージーランドでは、ニュージーランド準備銀行（ＲＢＮＺ）が2023年８月の金融政策委員会で、市場コ

ンセンサス通り、政策金利を5.50％に据え置くことを決定しました。この決定の背景には、ＲＢＮＺが現在の

政策金利は十分に抑制的な水準にあると確信を深めていることがあります。さらなる金融引き締めの可能性

は依然として残っていますが、今後の政策判断はマクロ経済指標の動向次第になるとみられます。ＲＢＮＺは

様子見姿勢を取り、これまで実施してきた金融政策の大幅な引き締めの実体経済への影響を見極める意向を

示しています。足元の経済指標は、ニュージーランドの経済活動が低調であることを引き続き示唆する内容と

なっています。製造業ＰＭＩは景気拡大・縮小の分岐点である50を下回る状態が続いており、８月は２年ぶり

の低水準となる46.1まで落ち込んで、今後さらなる落ち込みが予想されます。サービス業ＰＭＩも大幅に落ち

込んでおり、８月は47.1に低下しています。４-６月期の労働需要は引き続き堅調でしたが、国境の再開や高

水準の労働参加率を背景に労働供給が増加しています。雇用者数の伸びは市場予想を上回り前年同期比4.0％

増に達しましたが、労働参加率のさらなる上昇により、失業率は3.6％に上昇しました。移民流入による労働

供給の増加や、経済の冷え込みにより、労働市場の需給がさらに緩み、賃金の伸びが今後緩やかに減速するこ

とになると予想されています。 

ノルウェーでは、ノルウェー銀行（中央銀行）が2023年９月の金融政策決定会合で市場コンセンサス予想通

り0.25％の利上げを決定し、政策金利を4.25％に引き上げました。ノルウェー銀行は、インフレ期待を抑制し、

インフレ率を２％の目標に戻すためにはさらなる利上げが必要であると判断しています。経済成長が冷え込

む兆候が見られるにもかかわらず、足元の経済指標では、労働市場の需給逼迫や賃金上昇圧力の高まりを背景

に、経済の基調的なモメンタムが比較的堅調に推移していることが引き続き示唆されています。基調的なイン

フレ率の高止まりや持続性を踏まえて、ノルウェー銀行は利上げを継続する可能性が高いと思われます。さら

に、ノルウェー銀行は、政府の代理として実施している外貨購入の金額を大幅に削減しており、これもノル

ウェークローネを下支えする要因になるとみています。 

カナダでは、足元の経済指標が引き続き景気減速を示唆する内容となっています。国内金利の上昇が家計消
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費を抑制し、企業の資本コストを増加させています。経済活動の減速が顕著になっているにもかかわらず、カ

ナダ経済は、これまでの兆候に反して、リセッション（景気後退）入りを回避する可能性が高いとみられてい

ます。住宅市場は、2022年７-９月期にピークに達して以降、大幅に鈍化していましたが、2023年に入り底堅

い動きを続けており、住宅価格と住宅市場の活動はともに上向いています。一方で、雇用市場が吸収できない

ほどの速いペースで労働人口が増加するなかで、労働市場の需給は緩和傾向が続いています。カナダ銀行（中

央銀行）は９月の金融政策決定会合で、量的引き締め（ＱＴ）を継続する一方で、政策金利を5.0％に据え置

くことを決定しました。労働市場の圧力が緩和されているにもかかわらず、今後も警戒的なスタンスを維持す

るとみられ、経済活動データやインフレ数値が物価安定の見通しに不透明感をもたらす場合には、さらなる金

融引き締め策を実施する可能性があります。 

新興国市場では、2022年12月に中国政府が経済成長を抑制する要因となっていた「ゼロコロナ」政策の撤廃

を発表したことにより、好況が続いていました。しかし、中国では消費行動の弱まりが住宅用不動産市場の低

迷の一因となっているなか、足元の経済指標では中国経済の景気回復が概ね失速しているという見方を裏付

ける内容となっています。こうした状況を踏まえ、中国当局は、金融・財政政策両面でさまざまな景気刺激策

を打ち出す用意があると表明していますが、現時点では、景気刺激策の展開は断片的であり、動きがやや緩慢

であるように思われます。中国以外のいくつかの新興国市場では、中央銀行が積極的に利上げを進めてきたこ

とで、金融政策が引き締め的な領域に入っており、ディスインフレ環境が生まれていることから、特に中南米

や東欧を中心に複数の中央銀行が利下げに踏み切っています。ロシアによるウクライナへの侵攻から１年以

上が経過しましたが、地政学的リスクは依然として欧州新興国市場の資産に対する懸念材料となっています。

しかし、冬の気候が例年よりも温暖であったことに加えて、大量の液化天然ガス（ＬＮＧ）を含む代替エネル

ギー供給を2022年中に大量に確保したことによって、欧州における天然ガス供給の見通しは改善したとみら

れます。こうした状況を背景に、欧州の天然ガス価格は2022年の夏場のピーク水準から大幅に下落していま

す。しかし足元では、ＯＰＥＣプラスによる協調減産の継続に加えて、サウジとロシアによる追加的な自主減

産の継続を背景に原油価格が急上昇しており、コモディティ輸入国ではディスインフレの進行が困難になる

ほか、自国通貨の下落に直面する可能性があります。 

引き続き、利回り水準の比較的高い通貨の短期金融資産に投資を行なう方針です。また、各国のファンダメ

ンタルズ分析に加え、様々な通貨建ての短期金融資産の流動性を調査し、それらへの投資についても検討を行

なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・マーケット・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は原則として、わが国

の国債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール・ローンや金

銭信託などに投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年４月14日～2023年10月13日) 

項 目 
第191期～第196期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 8  0.357  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (2)  (0.083)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (6)  (0.248)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (1)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.031   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (1)  (0.029)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 9   0.388    

作成期間の平均基準価額は、2,275円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した経費率（年率）は1.02％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年４月14日～2023年10月13日) 

 

 

銘 柄 
第191期～第196期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
マルチカレンシーファンド クラスＢ － － 763,470 119,984  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年４月14日～2023年10月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年４月14日～2023年10月13日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年４月14日～2023年10月13日) 

 

 該当事項はございません。 

  

投資信託証券 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

○組入資産の明細 (2023年10月13日現在) 

 

銘 柄 
第190期末 第196期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

マルチカレンシーファンド クラスＢ 13,677,528 12,914,057 2,080,454 98.7 

合 計 13,677,528 12,914,057 2,080,454 98.7 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第190期末 第196期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 1,949 1,949 1,977 
 
（注） 親投資信託の2023年10月13日現在の受益権総口数は、19,621千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年10月13日現在) 

項 目 
第196期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,080,454 98.2 

マネー・マーケット・マザーファンド 1,977 0.1 

コール・ローン等、その他 36,226 1.7 

投資信託財産総額 2,118,657 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

  

親投資信託残高 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第191期末 第192期末 第193期末 第194期末 第195期末 第196期末 

2023年５月15日現在 2023年６月13日現在 2023年７月13日現在 2023年８月14日現在 2023年９月13日現在 2023年10月13日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 2,048,405,285   2,127,056,215   2,111,493,907   2,165,869,290   2,135,789,983   2,118,657,738   

 コール・ローン等 42,339,444   42,693,198   40,798,096   37,671,632   37,934,797   36,225,413   

 投資信託受益証券(評価額) 2,004,087,832   2,082,385,203   2,068,717,997   2,126,220,039   2,095,877,567   2,080,454,706   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 1,978,009   1,977,814   1,977,814   1,977,619   1,977,619   1,977,619   

(B) 負債 13,987,053   13,394,892   10,866,522   11,015,807   11,484,150   10,970,903   

 未払収益分配金 9,454,708   9,403,829   9,286,320   9,258,862   9,150,417   9,101,508   

 未払解約金 3,151,933   2,600,172   －   －   554,143   －   

 未払信託報酬 1,269,789   1,184,811   1,270,797   1,338,681   1,259,874   1,248,654   

 未払利息 20   81   3   61   7   8   

 その他未払費用 110,603   205,999   309,402   418,203   519,709   620,733   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,034,418,232   2,113,661,323   2,100,627,385   2,154,853,483   2,124,305,833   2,107,686,835   

 元本 9,454,708,742   9,403,829,368   9,286,320,587   9,258,862,319   9,150,417,117   9,101,508,313   

 次期繰越損益金 △7,420,290,510   △7,290,168,045   △7,185,693,202   △7,104,008,836   △7,026,111,284   △6,993,821,478   

(D) 受益権総口数 9,454,708,742口 9,403,829,368口 9,286,320,587口 9,258,862,319口 9,150,417,117口 9,101,508,313口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 2,152円 2,248円 2,262円 2,327円 2,322円 2,316円 
 

（注） 当ファンドの第191期首元本額は9,515,451,085円、第191～196期中追加設定元本額は79,510,790円、第191～196期中一部解約元本額は

493,453,562円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第191期0.2152円、第192期0.2248円、第193期0.2262円、第194期0.2327円、第195期0.2322円、第196期0.2316

円です。 

（注） 2023年10月13日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は6,993,821,478円です。 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

○損益の状況 

項 目 
第191期 第192期 第193期 第194期 第195期 第196期 

2023年４月14日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月13日 

2023年６月14日～ 
2023年７月13日 

2023年７月14日～ 
2023年８月14日 

2023年８月15日～ 
2023年９月13日 

2023年９月14日～ 
2023年10月13日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 6,778,482   6,725,131   6,624,764   6,609,028   6,517,605   6,456,508   

 受取配当金 6,779,340   6,726,244   6,626,028   6,610,666   6,518,994   6,457,029   

 支払利息 △          858   △        1,113   △        1,264   △        1,638   △        1,389   △          521   

(B) 有価証券売買損益 43,429,081   94,156,933   17,418,273   64,545,141   △    1,313,910   △    1,261,254   

 売買益 43,624,733   94,529,923   18,238,904   64,707,738   102,141   106,022   

 売買損 △      195,652   △      372,990   △      820,631   △      162,597   △    1,416,051   △    1,367,276   

(C) 信託報酬等 △    1,380,431   △    1,288,011   △    1,381,483   △    1,455,288   △    1,369,610   △    1,357,418   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 48,827,132   99,594,053   22,661,554   69,698,881   3,834,085   3,837,836   

(E) 前期繰越損益金 △5,568,467,714   △5,491,093,266   △5,325,733,831   △5,289,365,233   △5,160,877,206   △5,131,580,657   

(F) 追加信託差損益金 △1,891,195,220   △1,889,265,003   △1,873,334,605   △1,875,083,622   △1,859,917,746   △1,856,977,149   

 (配当等相当額) (    493,859,861)  (    493,776,868)  (    490,040,534)  (    490,901,869)  (    487,327,487)  (    486,957,029)  

 (売買損益相当額) (△2,385,055,081)  (△2,383,041,871)  (△2,363,375,139)  (△2,365,985,491)  (△2,347,245,233)  (△2,343,934,178)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △7,410,835,802   △7,280,764,216   △7,176,406,882   △7,094,749,974   △7,016,960,867   △6,984,719,970   

(H) 収益分配金 △    9,454,708   △    9,403,829   △    9,286,320   △    9,258,862   △    9,150,417   △    9,101,508   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △7,420,290,510   △7,290,168,045   △7,185,693,202   △7,104,008,836   △7,026,111,284   △6,993,821,478   

 追加信託差損益金 △1,891,195,220   △1,889,265,003   △1,873,334,605   △1,875,083,622   △1,859,917,746   △1,856,977,149   

 (配当等相当額) (    493,859,861)  (    493,776,868)  (    490,040,534)  (    490,901,869)  (    487,327,487)  (    486,957,029)  

 (売買損益相当額) (△2,385,055,081)  (△2,383,041,871)  (△2,363,375,139)  (△2,365,985,491)  (△2,347,245,233)  (△2,343,934,178)  

 分配準備積立金 1,725,577,463   1,710,952,721   1,684,097,623   1,674,023,251   1,648,235,399   1,633,189,966   

 繰越損益金 △7,254,672,753   △7,111,855,763   △6,996,456,220   △6,902,948,465   △6,814,428,937   △6,770,034,295   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2023年４月14日～2023年10月13日）は以下の通りです。 

項 目 
2023年４月14日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月13日 

2023年６月14日～ 
2023年７月13日 

2023年７月14日～ 
2023年８月14日 

2023年８月15日～ 
2023年９月13日 

2023年９月14日～ 
2023年10月13日 

a. 配当等収益(経費控除後) 6,592,065円 6,639,152円 6,244,086円 6,473,733円 5,147,915円 5,099,056円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 493,859,861円 493,776,868円 490,040,534円 490,901,869円 487,327,487円 486,957,029円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,728,440,106円 1,713,717,398円 1,687,139,857円 1,676,808,380円 1,652,237,901円 1,637,192,418円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,228,892,032円 2,214,133,418円 2,183,424,477円 2,174,183,982円 2,144,713,303円 2,129,248,503円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,357円 2,354円 2,351円 2,348円 2,343円 2,339円 

g. 分配金 9,454,708円 9,403,829円 9,286,320円 9,258,862円 9,150,417円 9,101,508円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 10円 10円 10円 10円 10円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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グローバル・カレンシー・ファンド（毎月決算型）＜愛称 世界紀行＞ 

○分配金のお知らせ  

 第191期 第192期 第193期 第194期 第195期 第196期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 10円 10円 10円 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2023年４月14日から2023年10月13日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



種類・項目
マルチカレンシーファンド クラスＢ
ケイマン籍円建外国投資信託

運用の基本方針
基本方針 利子収入などを中心とする安定的な収益の獲得をめざします。
主な投資対象 世界の短期債券（国債、政府機関債、政府保証債、国際機関債、社債、ＡＢＳ、コ

マーシャル・ペーパーなど）を主要投資対象とします。
投資方針 ・経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）加盟国（これらに準ずる国を含みます。）の通貨の中

から金利が高い通貨を10程度選別し、それらの短期債券市場に投資します。
・投資対象通貨は、原則として年２回程度見直します。
・外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行ないません。

主な投資制限 ・株式への投資は行ないません。
・外貨建資産への投資割合には制限を設けません。

収益分配 原則として毎月６日（休日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対して年率0 . 268％程度（国内における消費税等相当額はかかりませ

ん。）
※上記の信託報酬率は、当該投資信託証券の純資産総額が300億円の場合の概算値
です。（１米ドル＝120円として計算）

※信託報酬は、純資産総額に定率（年率0 . 25％～0 . 27％）を乗じて得た額と、固定
報酬として年額5 , 000米ドル（純資産総額に対し年率0 .002％相当）を合計した額で
す。
※純資産総額や為替相場などによって上記の信託報酬率は変動します。

申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費

用、法律顧問費用、監査費用、信託財産に関する租税など。
その他
投資顧問会社 日興アセットマネジメント ヨーロッパ リミテッド
管理会社 日興ＡＭグローバル・ケイマン・リミテッド
信託期間 2106年12月31日まで
決算日 原則として、毎年２月末日

種類・項目
マルチカレンシーファンド クラスＢ
ケイマン籍円建外国投資信託

運用の基本方針
基本方針 利子収入などを中心とする安定的な収益の獲得をめざします。
主な投資対象 世界の短期債券（国債、政府機関債、政府保証債、国際機関債、社債、ＡＢＳ、コ

マーシャル・ペーパーなど）を主要投資対象とします。
投資方針 ・経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）加盟国（これらに準ずる国を含みます。）の通貨の中

から金利が高い通貨を10程度選別し、それらの短期債券市場に投資します。
・投資対象通貨は、原則として年２回程度見直します。
・外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行ないません。

主な投資制限 ・株式への投資は行ないません。
・外貨建資産への投資割合には制限を設けません。

収益分配 原則として毎月６日（休日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対して年率0 . 268％程度（国内における消費税等相当額はかかりませ

ん。）
※上記の信託報酬率は、当該投資信託証券の純資産総額が300億円の場合の概算値
です。（１米ドル＝120円として計算）

※信託報酬は、純資産総額に定率（年率0 . 25％～0 . 27％）を乗じて得た額と、固定
報酬として年額5 , 000米ドル（純資産総額に対し年率0 .002％相当）を合計した額で
す。
※純資産総額や為替相場などによって上記の信託報酬率は変動します。

申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費

用、法律顧問費用、監査費用、信託財産に関する租税など。
その他
投資顧問会社 日興アセットマネジメント ヨーロッパ リミテッド
管理会社 日興ＡＭグローバル・ケイマン・リミテッド
信託期間 2106年12月31日まで
決算日 原則として、毎年２月末日
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     Fair    
   Nominal    Value    % of  
 Discounted Debt  Holding    JPY    NAV  
       
 France (Cost: JPY1,452,564,429)           

PLN ACOSSL 0% 30-May-23 49,000,000   1,476,595,222   10.14 
       1,476,595,222   10.14 
             
 Norway (Cost: JPY1,471,510,730)      

USD DNB Bank ASA 0% 27-Apr-23 11,000,000  1,485,917,875  10.21 
    1,485,917,875  10.21 
             
 Total Discounted Debt (Cost: JPY2,924,075,159)    2,962,513,097   20.35 
       
 Corporate Bonds           
             
 Australia (Cost: JPY215,564,937)           

AUD 
Commonwealth Bank of Australia 3.2%  
16-Aug-23 2,310,000   211,099,723   1.45 

       211,099,723   1.45 
             
 Canada (Cost: JPY1,304,817,962)           

CAD Canadian Imperial Bank 3.29% 15-Jan-24 9,292,000   915,409,701   6.29 
CAD VW Credit Canada Inc 3.25% 29-Mar-23 4,190,000   418,863,907   2.88 

       1,334,273,608   9.17 
             
 Germany (Cost: JPY139,095,318)           

NZD KFW 3% 07-Mar-23 1,619,000  136,479,120  0.94 
       136,479,120   0.94 
             
 Netherlands (Cost: JPY1,324,632,294)           

NZD Rabobank Ned 3.375% 24-Apr-23 3,923,000   327,512,381   2.25 

GBP 
Volkswagen Financial Services NV 1.125% 
18-Sep-23 6,100,000   983,890,386   6.76 

       1,311,402,767   9.01 
             
 New Zealand (Cost: JPY428,492,188)      

NZD New Zealand LGFA 5.5% 15-Apr-23 5,083,000  428,837,935  2.94 
    428,837,935  2.94 
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     Fair    

   Nominal    Value    % of  
 Corporate Bonds (continued)  Holding    JPY    NAV  
       
    Spain (Cost: JPY411,164,459)           
GBP Banco Santander 2.75% 12-Sep-23 2,500,000  407,324,662  2.80 
       407,324,662   2.80 
       
 Supranational (Cost: JPY4,114,725,636)           

MXN 
Asian Infrastructure Investment Bank 4.5% 
03-Nov-23 122,000,000   860,540,260   5.91 

AUD 
European Bank for Reconstruction and 
Development 0.5% 01-Sep-23 2,580,000   232,738,044   1.60 

NZD European Investment Bank 3% 15-Mar-23 2,747,000   231,532,724   1.59 
AUD European Investment Bank 0.5% 10-Aug-23 1,780,000   160,866,348   1.10 

AUD 
Inter-American Development Bank 4% 
22-May-23 8,535,000   784,602,005   5.39 

MXN 
Inter-American Development Bank 0.5% 
05-Sep-23 102,500,000   717,297,691   4.93 

MXN International Finance Corp 5.75% 02-Mar-23 5,210,000   38,649,356   0.27 
CLP International Finance Corp 9.25% 13-Jul-23  8,900,000,000   1,462,254,007   10.04 
       4,488,480,435   30.83 
       
 Total Corporate Bonds (Cost: JPY7,938,492,794)    8,317,898,250   57.14 
             
 Government Bonds           
             
 Canada (Cost: JPY1,637,799,215)           

COP 
Export Development Canada 11.55% 
07-Sep-23 50,000,000,000   1,404,619,624   9.65 

       1,404,619,624   9.65 
       
 New Zealand (Cost: JPY253,710,166)      
NZD New Zealand Government 5.5% 15-Apr-23 3,042,000  256,646,503  1.76 
       256,646,503   1.76 
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     Fair    

   Nominal    Value    % of  
 Government Bonds (continued)  Holding    JPY    NAV  
       
 South Korea (Cost: JPY1,384,808,333)      
KRW Korea Treasury Bond 1.0% 10-Jun-23 13,474,000,000   1,375,659,653   9.45 
       1,375,659,653   9.45 
             
 Total Government Bonds (Cost: JPY3,276,317,714)    3,036,925,780   20.86 
             
 Total Investments, fair value (Cost: JPY14,138,885,667)    14,317,337,127   98.35 
             
 Total Net Financial Assets     14,317,337,127   98.35 
             
 Other Net Assets     239,530,074   1.65 
             
 Total Net Assets     14,556,867,201   100.00 

 
Symbol Currency Country 
AUD Australian Dollar Australia 
CAD Canadian Dollar Canada 
CLP Chilean Peso Chile 
COP Colombian Peso Colombia 
GBP Pound Sterling United Kingdom 
KRW South Korean Won South Korea 
MXN Mexican Peso Mexico 
NZD New Zealand Dollar New Zealand 
PLN Polish Zloty Poland 
USD  United States Dollar United States 
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Forward currency contracts (37,349,147) - (37,349,147) 28,143,562 
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